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広域ストレージネットワークサービスのラボで
SilkWorm 12000を導入し検証やデモに活用

NTTコミュニケーションズでは、

リスクマネジメントを実現したいと

いう企業のニーズに応えるため、デ

ィザスタ・リカバリー（DR）の観点

からビジネスの継続性を高めるべく、

企業向け広域ストレージネットワー

クサービスである「WIDE SAN」を

提供しています。

このサービスは、顧客企業の拠点を

広域ネットワークで結ぶという点で

は同社が従来から提供しているサー

ビスに似ていますが、SANを広域ネ

ットワーク化するため、IPネットワ

ーク経由でファイバーチャネル（FC）

プロトコルを転送する仕組みまでを

サービス対象としています。具体的

には、顧客サイトのSANに接続され

たFC-IPゲートウェイ装置や、IP網

への接続を担うイーサネットL2スイ

ッチを、回線とともに提供している

のです。

NTTコミュニケーションズでは、

顧客に高度なサービスを提供するた

め、SAN環境の検証設備を設置、顧

客へのデモンストレーションや顧客

自身による個別検証作業、さらに将

来の新プロトコルへの対応検証など

の作業を実施しています。

DR環境の検証用大規模SAN設備に

SilkWorm 12000を採用

「WIDE SAN」のサービス開始に先

立ち、9月に「WIDE SAN」のための

検証プロジェクトが開始されました。

Brocade SilkWorm 3800を中心とし

たSANに各社のサーバーやストレー

ジを接続したSANを2つ設置し、そ

れを仮想サイトとして同社のギガビ

ット回線に接続、長距離で折り返し

た環境を用意して検証作業が進めら

れました。

検証作業は順調に進み、NTTコミュ

ニケーションズでは2002年11月に

「WIDE SAN」の提供を開始しまし

た。サービス開始後、検証設備はデ

モンストレーションや顧客の環境を

持ち込んだ個別検証作業などに用い

られていましたが、2003年8月に

「WIDE SAN」関連部署が同社の竹

橋ビルから汐留シティセンター内へ

移転する際、「WIDE SAN」汐留ラ

ボとして設備の増強が行われていま

す。増強の主なポイントは2つです。

一つは、回線が2系統になり、総延

長約200kmのギガウェイと、総延長

約800kmのフレックス・ギガウェイ

の2回線で検証を行えるようになっ

たことです。そしてもう一つは、

SilkWorm 3800に加えSilkWorm 12000

をFCスイッチに採用したことです。

NTTコミュニケーションズ株式会社では、同社が提供する広域ストレージネ

ットワークサービスである「WIDE SAN」の検証設備にSilkWorm 12000

を導入しています。その検証設備である汐留ラボでは、FC-IPゲートウェ

イなどの設備を含めた「WIDE SAN」サービスの提供のため、主要ベンダ

ーのサーバーやストレージとの接続検証を行い、順調に作業を終えていま

す。さらに同サイトは、顧客へのデモンストレーションや、顧客自身によ

る個別検証にも用いられます。

●技術的課題：

広域ストレージネットワークサービ

スである「WIDE SAN」の検証およ

びデモンストレーション施設として、

大規模なSANを構築する必要があっ

た。特に、顧客へ信頼感を与えるた

め、ストレージやFCスイッチの設備

が重要であると考えられた

 

●ソリューション：

主要ベンダー数社ずつの製品からな

るサーバーおよびストレージを、

BrocadeのFCスイッチSilkWorm 

12000で接続してSANを構成。その

SANを、FC-IPゲートウェイやイー

サネットL2スイッチによってNTTコ

ミュニケーションズのギガビット級

WANに接続、遠距離で折り返して仮

想サイト間を結ぶ

 

●成果：

・豊富な接続実績のあるSilkWorm

　12000により、SANや仮想サイト

　間の接続検証作業も特にトラブル

　なく順調に終えることができた

・今後の新プロトコルへの対応検証

　も、SilkWorm 12000の対応によっ

　て進められるようになった

概　要
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NTTコミュニケーションズの「WIDE SAN」サービス範囲

「WIDE SAN」検証設備概要

SilkWorm 12000の採用は、検証設備としても、

デモ設備としても重要なポイントでした。ま

ず、国内で構築されるSANの規模が拡大し、

より大きなSANによる検証が求められてい

ました。顧客サイトにもSilkWorm 12000の採

用が進みつつあることも影響を与えていたと

思われます。さらに、SilkWorm 12000では今

後登場してくる新しいインターフェースへの

対応も予定されており、将来的には「WIDE 

SAN」でも対応していく必要があるという

考えもありました。

最先端のストレージネットワーキング

ソリューション開発にSilkWorm 12000が協力

NTTコミュニケーションズ ITマネジメント

サービス事業部 サービス開発部 プロダクト

開発部門の種子野亮氏は、「DRを行おうと

いう顧客は、非常に大規模なSANを構築して

います。SilkWorm 3800を用いていた以前の検

証環境と整合性を保ちつつ、より大規模な

SANを構築するためには、SilkWorm 12000の

採用は当然の流れと言えます。運用などの使

い勝手はほぼ同様ですし、検証の際に接続す

るストレージについても接続実績のあるもの

ばかりですから、安心して作業できました。

「WIDE SAN」は事前検証済みサービスであ

ることがアドバンテージですから、FC-SAN

環境においてデファクトであるBrocade製品

の採用は検証作業において不可欠なものです」

と語っています。

その後、汐留ラボの新たな環境による検証作

業は順調に進められ、一通りの作業を完了し

ています。現在では、顧客へのデモンストレ

ーションや個別検証に用いられています。今

後は、新しいサーバーやストレージが登場す

ればその検証を行い、またiSCSIなど新く登

場してきたプロトコルの検証も進めていく方

針です。

「豊富な検証実績のあるSilkWorm 12000を利

用した検証作業については特にトラブルもあ

りませんでした。今後も、最先端のストレー

ジネットワーキングソリューションを、どん

どん作り出していきたい」と種子野氏は言い

ます。Brocadeでも、新しい環境に対しSilk-

Worm 12000の対応を進めていくことで、

NTTコミュニケーションズの「WIDE SAN」

サービス拡大に協力していきます。
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